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要旨要旨要旨要旨 

 

本研究は、中学校の英語授業における多読指導に関するものである。周知のように現在の中学

校の英語教育の現場では精読が主流で、多読を実施している学校は極めて少ない。大多数の中学

校では、読み物教材としては教科書のみである。ある試算によると、中学１年から３年までに取

り上げられている文章の量はペーパーバックで実にわずかである。これでは、本来の読む力をつ

けるのは至難の業である。 

一方（ベネッセ教育研究所報 2009 : Vol.56）「中学生には、英文を読み取ることに対し大きな抵

抗感がある。」との報告がある。その理由は、語彙の不足と長い文への抵抗感が大きい、と考える。

そもそも文字に抵抗を示し読書を苦手とする生徒も少なくない。 

本研究は、こうした現実を考慮し授業改善の一環として、本来使用している採択検定教科書以

外の検定教科書の学年を１年下げた他社の教科書の教材を生徒に与え、できるだけ短い時間に多

量に読ませて、英語力増強を試みたい。 

この方法の利点は、文法・文構造の未出は皆無に近くなるので、その心配が払拭できることで

ある。また、語彙は題材によって異なるが、一般的な生活基本語彙は既習である場合が多い。さ

らに、教員の教材作成という手間は必要であるが、必要な経費はコピー代などだけである。以上

のような問題意識のもとに本研究の目的を次に 3 点にする。 

① 多読の定義や概念などを整理し、中学校で扱える内容を見つける。 

② 上記をもとに、自主教材を作成する。 

③ 自主教材をもとに、実践し、その効果を考察する。 

    この目的を遂行するために、論文の構成は、第１章理論編、第２章教材編、第３章実践編の３章構

成とする。第１章では理論的なことを述べる。主として現在の中学校英語授業における読みの実態から

問題点を見出し、先行研究を探る。ここではこれまでの多読の定義を列挙し、過去と現在の活動

事例を集め説明する。順に「多読とは」「多読の効用」そして「多読の役割」に至る。教科書研

究としては、現在日本の中学校 1 年生で使用されている６種類の検定教科書に出てくる単語・連

語を一覧表にしてそれぞれの特徴を見いだし、多読にどう活用できるかを検討する。 

第２章ではこの分析を経て、約 2 ヵ月間、22 回分教材を作成する。１年下げた他社の教科書の

教材を 50分授業の一部に充てて読ませるので、文構造が既習か未習かにはそれ程心配はいらない

筈である。しかしながら、各教科書で新出単語はやや異なっているため、そのまま使用する訳に

はいかない。教材導入には注意を要する。本論文中に一覧表で示すが、未習語はペアワークで生

徒が確認し合えば良く、更に生徒はペアワーク後授業者に質問するようにすれば affective filter 

が低くなり、有効な授業改善になる筈である。 

第３章では筆者の勤務校の実践を論述する。研究対象は筆者の勤務校である杉並区立宮前中学校

の２年生男子生徒３６名女子生徒４０名合計７６名である。年間計画、指導案に沿って実践するが、2012

年 9 月から 11 月までの 2 カ月とする。普通の授業時間の最初 10 分を割いて、生徒に 1 年生の教科書

を読んでもらって、キーセンテンスや感想を聞く。事前指導・事後指導・到達度テストを行い、英語力の伸

びを測る。 

測定の結果は、特筆するほどの伸びを示さなかった。事前指導のテストでは平均点 24.5 点、事後指導

のテストでは平均点 25.7 点である。この両テストは問題に出てくる固有名詞を替えただけ、ほとんど同程

度同問題でしかも同形式である。そこで、30 満点中 1.2 点上がったことを向上と見るか、停滞と見るか。こ

れにはいろいろ要因があろう。そうした要因を考察することは重要だが、より重要なのは生徒の声に注目

したい。生徒の多くは多種多様な題材活用で読む力を付けることに肯定的なのである。従来の読みは精

読である。そうした読みがあることを承知の上で授業内多読に挑み、英語を読むことに抵抗が減少してき

たのである。わずか約 2ヵ月間の多読指導で 73 名中「英語を読むことに抵抗が全くない」が 21 名、「英

語を読むことに抵抗がない」が 22 名と答えるのである。題材に変化を加え、発問を工夫しつつ継続する

のである。正に繰り返しは語学学習の要諦であると言えよう。 
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